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平成 25 年度 第 2 回 計算科学技術部会 運営委員会 議事録 

2013 年 8 月 6 日 

JAEA 井戸村 泰宏  

 

１．日時：平成 25 年 8 月 6 日（火）10 時 00 分～12 時 00 分 

２．場所：（独）日本原子力研究開発機構東京事務所 20 階第 3 会議室 

３．出席者（順不同、敬称略）： 

  越塚、中島、奥田、秋葉、西田、中島、井戸村（議事録作成） 

４．配布資料： 

資料 1－1  議事次第 

資料 1－2  前回議事録（案） 

資料 1－3－1  総務小委員会 

資料 1－3－2  第 1 回総務小委員会議事録 

資料 1－3－3  部会年間スケジュール 

資料 1－3－4  SMiRT22 Special Sessions プログラム 

資料 1－4  新若手フォーラム共催について 

資料 1－5  事故調対応報告資料 

資料 1－6  2013 年春の年会企画セッション解説記事依頼について 

５．議事内容 

(1) 資料確認 

西田総務委員長より本日の配布資料の確認が行なわれた。 

(2) 前回議事録の確認 

資料 1-2 に基づき、西田総務委員長より前回運営委員会の議事録の確認が行なわれた。 

(3) 小委員会活動報告等 

各委員長より活動報告と今後の予定の報告がなされた。 

総務小委員会 

資料 1-3-1~1-3-4 に基づき、西田総務委員長より説明が行なわれた。 

・ SNA&MC2013 の共催は原子力学会ではなく部会として共催することを確認。 

・ 奥田副部会長より秋の大会プログラムに部会全体会議のプログラムが掲載され

ていない点が問題というコメントがあり、今後事務局と交渉することとした。 

企画小委員会 

西田総務委員長より資料 1-6 について代理報告。春の年会の企画セッションの内容

（V&V）を原子力学会誌の解説記事とする件について、運営委員会で承認された。 

経理小委員会 

秋葉経理小委員長より、秋の大会に関する 2 件の謝金支払い（堀先生、石本先生）

について報告があった。 



2 
 

資料 1-4 に関して新若手フォーラム協賛金支払いに関する議論があった。 

・ 新若手フォーラムの年齢制限を確認の上、部会員の若手を公募で選出し、旅費・

参加費（5 万円程度、金額的に 1 名）を支援することとした。 

・ 協賛金の支払いには応じないこととした。 

広報小委員会 

特に報告なし。 

出版・編集小委員会 

井戸村総務委員よりニュースレター21 号の編集状況について代理報告。次号は一言

一語無しで出版したい旨報告があった。 

(4) 秋の大会での部会全体会議における報告告知内容等（(3)で総務より報告済） 

(5) 秋の大会企画セッション 

中島副部会長より、9 月 5 日（木）（大会 3 日目）に企画セッションを開催する旨報

告があった。 

(6) 新若手フォーラム共催について 

・ 堀田企画委員長よりメール（資料 1-4）で依頼があり、審議。(3)にも記載の通り、

計算科学技術部会の若手の部会員をターゲットとし、参加費を援助する。部会

HP や ML で参加者を公募することとなった。 

・ 本件については、越塚部会長より堀田企画委員長へ連絡することとなった。 

(7) 事故調対応 

中島副部会長より資料 1-5 の概要説明があった。 

(8) その他 

SMiRT22 における若手の発表を学会賞の対象としたい旨、中島副部会長から申し出

があった。 

(9) 次回予定 

10 月末で日程調整予定。 

 

以上 


